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【
え
】

エ
コ
ー‒

な
か
み
せ
【‒

仲
見
世
】﹇
商
店
﹈　

年
季
の
は
い
っ
た
看
板
や
タ
イ
ル
が
戦
後
の
三
角
地

帯
の
歴
史
を
象
徴
す
る
、
二
筋
の
ア
ー
ケ
ー
ド
商
店

街
。
戦
後
に
焼
け
出
さ
れ
た
浅
草
の
人
た
ち
が
中

心
に
な
っ
て
出
店
し
、
1
9
5
0
年
に
形
成
さ
れ
た
。

「
仲
見
世
」
の
名
前
は
浅
草
寺
の
参
道
「
仲
見
世
通
り
」

か
ら
。
東
京
急
行
電
鉄
玉
川
線
が
路
面
電
車
と
し
て

運
行
し
て
い
た
当
時
は
、
乗
り
換
え
の
通
路
と
し
て

多
く
の
人
が
行
き
交
っ
て
い
た
。
現
在
で
も
商
店
街

創
設
当
初
の
店
が
数
軒
残
っ
て
い
る
。

 

【
お
】

お
お
や
ま
【
大
山
】﹇
歴
史
﹈　

神
奈
川
県
の
丹
沢

大
山
国
定
公
園
に
位
置
す
る
、
標
高
1
2
5
2
m
の

山
。
か
つ
て
は
「
阿
夫
利
（
あ
ふ
り
）
山
」「
雨
降
（
あ

ふ
）
り
山
」
と
も
言
わ
れ
、
古
く
か
ら
雨
乞
い
の
霊

山
と
し
て
知
ら
れ
た
。
江
戸
時
代
中
期
に
は
大
山
へ

参
拝
す
る
「
大
山
詣
」
が
庶
民
の
間
で
流
行
し
、
参

拝
の
た
め
の
「
大
山
道
」
が
大
山
を
中
心
に
放
射
線

状
に
整
備
さ
れ
た
。
そ
の
通
り
道
の
一
つ
が
三
角
地

帯
発
展
の
ル
ー
ツ
の
一
つ
と
な
っ
た
。
↓
大
山
道

お
お
や
ま‒

み
ち
【
大
山
道
】﹇
道
・
交
通
﹈　

江
戸
時
代
に
形
づ
く
ら
れ
た
、
江
戸
か
ら
大
山
へ
と

至
る
古
道
群
の
総
称
。
三
軒
茶
屋
を
通
る
大
山
道
は
、

矢
倉
沢
往
還
と
も
呼
ば
れ
た
。
現
在
そ
の
道
筋
は
国

道
2
4
6
号
線
に
な
っ
て
お
り
、
三
角
地
帯
の
突
端

に
は
石
仏
の
あ
る
道
標
が
残
っ
て
い
る
。
↓
大
山 

↓

道
標
石
碑

お
お
や
ま
み
ち‒

の‒

ど
う
ひ
ょ
う‒

せ
き

ひ
【
大
山
道
の
道
標
石
碑
】﹇
歴
史
﹈　

三
軒

茶
屋
駅
前
の
交
差
点
の
、
国
道
2
4
6
号
線
と
世
田

谷
通
り
の
交
差
点
に
建
て
ら
れ
た
道
標
。
背
面
の
記

載
か
ら
寛
延
二
年
（
1
7
4
9
年
）
に
建
て
ら
れ
た

こ
と
が
わ
か
る
。
正
面
に
は
「
左
相
州
通　

大
山
道
」、

左
側
面
に
は
「
右
富
士　

世
田
谷
道　

登
戸
道
」、
右

側
面
に
は
「
此
方　

二
子
通
」
と
あ
る
。
道
標
の
上

部
に
は
不
動
明
王
の
石
仏
が
鎮
座
し
て
い
る
。
近
代

に
入
り
、
路
面
電
車
や
道
路
の
拡
幅
の
た
め
に
転
々

と
し
た
の
ち
、
1
9
8
3
年
に
ほ
ぼ
元
の
位
置
に
戻

さ
れ
た
。
た
だ
し
、
本
来
の
道
標
の
向
き
は
、
石
仏

の
正
面
が
渋
谷
方
面
に
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
が
南

を
向
い
て
お
り
、
道
標
と
し
て
の
機
能
は
失
わ
れ
て

い
る
。

 

【
か
】

か
ん
と
う‒

だ
い
し
ん
さ
い
【
関
東
大
震

災
】﹇
歴
史
﹈　

1
9
2
3
年
、
相
模
ト
ラ
フ
を
震
源

と
し
た
地
震
に
よ
る
災
害
。
特
に
地
震
後
の
火
災
に

よ
る
被
害
が
甚
大
で
、
当
時
の
東
京
市
内
の
約
60
%

の
家
屋
が
罹
災
し
た
。
一
方
、
農
村
地
帯
も
多
く
含

む
世
田
谷
地
域
は
比
較
的
被
害
が
軽
微
だ
っ
た
。
そ

の
た
め
、
東
京
市
の
下
町
か
ら
焼
け
出
さ
れ
た
人
々

が
世
田
谷
等
の
郊
外
に
住
み
始
め
る
。
三
軒
茶
屋
の

本
格
的
な
宅
地
化
は
こ
の
流
れ
を
受
け
た
も
の
。

か
ん
ば
ん‒

け
ん
ち
く
【
看
板
建
築
】﹇
キ
ー

ワ
ー
ド
﹈　 

昭
和
初
期
の
都
市
部
の
商
店
を
中
心
に

流
行
し
た
建
築
様
式
。
木
造
町
家
の
正
面
を
、
銅
板

や
モ
ル
タ
ル
、
タ
イ
ル
な
ど
で
衝
立
の
よ
う
に
覆
っ

た
も
の
。
関
東
大
震
災
後
の
防
火
対
策
に
加
え
、
当

時
流
行
し
て
い
た
モ
ダ
ン
な
デ
ザ
イ
ン
へ
の
嗜
好
が

相
ま
っ
て
、
多
く
の
商
店
が
こ
の
様
式
を
採
用
し
た
。

そ
の
後
、
バ
ブ
ル
時
代
の
地
上
げ
な
ど
に
よ
っ
て
激

減
。
現
在
、
三
軒
茶
屋
地
区
に
お
い
て
は
旧
街
道
沿

い
を
中
心
に
点
在
す
る
。

 
【
こ
】

こ
う
し
ゅ
う‒

ト
イ
レ
【
公
衆‒

】﹇
生
活

（
過
）﹈　

ヤ
ミ
市
と
し
て
出
発
し
た
三
角
地
帯
の
店
舗

に
は
か
つ
て
は
ト
イ
レ
の
設
備
が
な
く
、
商
売
を
営

み
暮
ら
す
人
々
は
一
様
に
三
角
地
帯
内
の
公
衆
ト
イ

レ
を
使
っ
て
い
た
、
と
い
う
証
言
が
あ
る
。

こ
く
ど
う‒

に
よ
ん
ろ
く‒
ご
う
せ
ん
【
国

道
2
4
6
号
線
】﹇
道
・
交
通
﹈　

東
京
都
千
代

田
区
三
宅
坂
か
ら
静
岡
県
沼
津
市
ま
で
を
結
ぶ
一
般

国
道
。
大
山
詣
の
た
め
の
古
道
「
大
山
道
」
の
道
筋

を
ほ
ぼ
踏
襲
し
て
い
る
。
戦
後
、
国
道
1
号
線
の
バ

イ
パ
ス
と
し
て
拡
張
さ
れ
た
。
世
田
谷
を
貫
く
大
動

脈
と
し
て
も
機
能
し
て
お
り
、
三
軒
茶
屋
駅
周
辺
で

は
世
田
谷
通
り
と
分
岐
。
特
に
渋
谷
区
の
明
治
通
り

交
差
点
か
ら
都
県
境
で
あ
る
新
二
子
橋
ま
で
の
区
間

は
玉
川
通
り
と
も
呼
ば
れ
る
。
↓
大
山
道

こ
ま
ざ
わ‒

で
ん
き
か
ん
【
駒
澤
電
氣
館
】

﹇
娯
楽
（
過
）﹈　

1
9
2
5
年
開
館
の
三
角
地
帯
で
一

番
の
長
い
歴
史
を
誇
っ
た
映
画
館
。
1
9
4
3
年
「
三

軒
茶
屋
映
画
劇
場
」
に
改
称
。
1
9
4
5
年
の
山
の

手
空
爆
の
際
に
全
焼
す
る
が
、
戦
後
復
興
。
全
盛
期

の
1
9
5
2
年
に
は
、
姉
妹
館
と
し
て
三
軒
茶
屋
中

央
劇
場
を
開
業
す
る
。
戦
後
の
三
角
地
帯
の
華
や
か

さ
を
象
徴
す
る
映
画
館
だ
っ
た
。
1
9
9
2
年
閉
館
。

跡
地
に
は
大
型
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
が
建
設
さ
れ
た
。

こ
ま
の‒

ゆ
【
駒
の
湯
】﹇
生
活
﹈　

世
田
谷
通
り

の
路
地
に
入
っ
て
す
ぐ
の
、
三
角
地
帯
の
一
番
外
れ

に
位
置
す
る
銭
湯
。
三
軒
茶
屋
駅
か
ら
比
較
的
近
い

立
地
も
あ
り
、
老
若
男
女
の
人
々
で
賑
わ
う
。
昭
和

歌
謡
の
流
れ
る
サ
ウ
ナ
と
よ
く
冷
え
た
水
風
呂
で
知

ら
れ
、
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
『
サ
道
』
で
言
及
さ
れ
た
こ

と
も
あ
る
。

 

【
さ
】

さ
ん
か
く‒

ち
た
い
【
三
角
地
帯
】﹇
生
活
﹈　

三
軒
茶
屋
駅
前
、
国
道
2
4
6
号
線
と
世
田
谷
通
り

の
分
岐
点
に
挟
ま
れ
た
商
店
・
飲
食
店
街
の
通
称
。

戦
後
復
興
の
最
中
に
建
て
ら
れ
た
店
舗
が
い
ま
だ
に

多
く
残
る
。
周
辺
が
再
開
発
さ
れ
て
い
く
中
、
そ
の

変
わ
ら
な
い
街
並
み
が
雑
誌
な
ど
の
メ
デ
ィ
ア
で
も

取
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
1
9
8
0
年
代
あ

た
り
か
ら
「
三
角
地
帯
」
と
い
う
呼
称
と
と
も
に
注

目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

さ
ん
げ
ん
ぢ
ゃ
や
【
三
軒
茶
屋
】﹇
土
地
・
エ

リ
ア
﹈　

世
田
谷
区
の
地
名
。
三
軒
茶
屋
駅
や
世
田
谷

通
り
の
南
側
に
位
置
す
る
。
域
内
に
は
三
角
地
帯
も

含
む
新
旧
様
々
な
区
画
・
エ
リ
ア
が
並
ぶ
。
地
名
の

由
来
は
、
江
戸
時
代
の
大
山
道
（
現
・
国
道
2
4
6

号
線
）
と
登
戸
道
（
現
・
世
田
谷
通
り
）
の
分
岐
付

近
に
信
楽
（
後
に
石
橋
楼
）、
角
屋
、
田
中
屋
の
三
軒

の
茶
屋
が
並
ん
で
い
た
こ
と
か
ら
。
文
化
文
政
時
代

（
1
8
0
4

─

1
8
3
0
年
）
に
は
定
着
し
た
地
名
で

あ
っ
た
が
、
行
政
上
の
正
式
な
地
名
に
な
っ
た
の
は

1
9
3
2
年
の
世
田
谷
区
成
立
時
で
あ
る
。

さ
ん
げ
ん
ぢ
ゃ
や‒

え
い
が
げ
き
じ
ょ
う

【
三
軒
茶
屋
映
画
劇
場
】﹇
娯
楽
（
過
）﹈　

↓

駒
澤
電
氣
館

さ
ん
げ
ん
ぢ
ゃ
や‒

シ
ネ
マ
【
三
軒
茶
屋

‒

】﹇
娯
楽
（
過
）﹈　

1
9
5
4
年
開
館
、
2
0
1
4

年
に
閉
館
し
た
映
画
館
。
開
館
当
初
は
「
三
軒
茶
屋

東
映
」
の
名
で
東
映
制
作
の
映
画
を
主
に
上
映
。
三

角
地
帯
に
あ
る
映
画
館
の
中
で
一
番
最
後
ま
で
営
業

を
続
け
て
い
た
。
閉
館
後
も
映
画
館
の
あ
っ
た
ビ
ル

は
現
存
し
、
営
業
当
時
の
看
板
や
受
付
跡
が
残
っ
て

い
る
。

さ
ん
げ
ん
ぢ
ゃ
や‒

だ
い
え
い
【
三
軒
茶
屋
大

映
】﹇
娯
楽
（
過
）﹈　

1
9
4
7
年
頃
「
三
軒
茶
屋
第

一
映
画
劇
場
」
と
し
て
開
館
。
1
9
6
3
年
頃
に
閉
館
。

全
盛
期
に
は
2
ス
ク
リ
ー
ン
体
制
で
、
大
映
作
品
や

洋
画
を
そ
れ
ぞ
れ
上
映
し
て
い
た
。
現
在
跡
地
に
は

マ
ン
シ
ョ
ン
が
建
っ
て
い
る
。

さ
ん
げ
ん
ぢ
ゃ
や‒

ち
ゅ
う
お
う
げ
き
じ
ょ

う
【
三
軒
茶
屋
中
央
劇
場
】﹇
娯
楽
（
過
）﹈　

1
9
5
2
年
、
世
田
谷
中
央
劇
場
と
し
て
開
館
。

2
0
1
3
年
閉
館
。
三
軒
茶
屋
映
画
劇
場
の
姉
妹
館
、

松
竹
系
の
映
画
館
と
し
て
出
発
し
た
。
そ
の
後
、
名

画
座
、
日
活
ロ
マ
ン
ポ
ル
ノ
、
ミ
ニ
シ
ア
タ
ー
系
と
、

さ
ま
ざ
ま
な
路
線
変
更
を
経
な
が
ら
営
業
。
劇
場
正

面
に
は
カ
ッ
パ
の
絵
が
あ
り
、「
カ
ッ
パ
の
映
画
館
」

と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
た
。
跡
地
に
は
ス
ー
パ
ー
や

カ
ラ
オ
ケ
が
入
居
す
る
現
代
的
な
ビ
ル
が
建
つ
。

さ
ん
げ
ん‒

の‒

ち
ゃ
や
【
三
軒
の
茶
屋
】

﹇
歴
史
﹈　

大
山
道
（
現
・
国
道
2
4
6
号
線
）
と
世

田
谷
道
（
現
・
世
田
谷
通
り
）
の
分
岐
点
に
あ
っ
た
、

信
楽
（
後
に
石
橋
楼
）、
角
屋
、
田
中
屋
の
三
つ
の
茶
屋

の
こ
と
。
主
に
大
山
詣
に
向
か
う
参
拝
客
に
向
け
て

営
業
を
し
て
い
た
。
そ
の
後
、
明
治
期
に
角
屋
が
閉

店
。
田
中
屋
は
火
災
で
焼
失
。
田
中
屋
は
そ
の
後
陶

器
屋
に
業
種
を
変
え
、「
田
中
屋
陶
苑
」
と
し
て
現
在

ま
で
残
る
。
石
橋
楼
は
「
茶
寮
イ
シ
バ
シ
」
と
し
て
近

代
化
を
図
り
な
が
ら
最
後
ま
で
飲
食
を
提
供
し
て
い

た
が
、
戦
争
末
期
の
建
物
強
制
疎
開
令
に
よ
り
閉
店
。

さ
ん
げ
ん‒

ビ
ル
【
三
元‒

】﹇
建
物
・
施
設
﹈　

キ
ャ
ロ
ッ
ト
タ
ワ
ー
の
正
面
か
ら
三
角
地
帯
に
抜
け

る
路
地
裏
に
建
つ
地
上
7
階
、
地
下
2
階
の
商
業
ビ

ル
。
現
在
、
カ
フ
ェ
や
バ
ー
、
ダ
ン
ス
ス
タ
ジ
オ
な
ど

が
入
居
し
て
い
る
。
街
の
人
の
証
言
に
よ
る
と
、
元
々

こ
の
地
に
あ
っ
た
商
店
を
整
理
し
て
建
て
ら
れ
た
ビ

ル
で
、
1
9
6
6
年
竣
工
。
当
初
は
ビ
ル
の
中
に
は

乾
物
屋
や
豆
腐
屋
な
ど
の
商
店
が
連
な
っ
て
い
た
。

さ
ん
ば
ん
が
い
【
3
番
街
】﹇
生
活
﹈　

三
角
地

帯
を
構
成
す
る
路
地
の
一
つ
。
国
道
2
4
6
号
線
沿

い
か
ら
の
入
り
口
に
は
「
3
番
街
」
の
名
前
を
冠
し

た
ゲ
ー
ト
調
の
看
板
と
、
そ
れ
に
ぶ
ら
下
が
る
黄
色

い
提
灯
が
あ
る
。「
3
番
街
」
の
名
は
、
二
筋
を
有
す

る
エ
コ
ー
仲
見
世
か
ら
数
え
て
三
番
目
の
通
り
で
あ

る
な
ど
諸
説
あ
る
。

 

【
し
】

し
た
の
や‒

し
ょ
う
て
ん
が
い
【
下
の
谷
商

店
街
】﹇
生
活
﹈　

三
軒
茶
屋
駅
の
北
東
、
茶
沢
通

り
か
ら
東
の
路
地
を
入
っ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
商
店
街
。

関
東
大
震
災
で
被
災
し
た
下
谷
区
（
現
・
台
東
区
）

の
人
々
が
農
地
で
あ
っ
た
こ
の
地
に
移
り
住
み
、
商

店
街
が
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
の
が
ル
ー
ツ
と
さ
れ
る
。

商
店
街
の
細
い
道
筋
は
、
か
つ
て
の
田
畑
に
引
き
込

む
水
路
跡
。

し
ょ
う‒

さ
ん
か
く
【
小
三
角
】﹇
キ
ー
ワ
ー

ド
﹈　 

三
軒
茶
屋
の
三
角
地
帯
の
範
囲
を
示
す
く
く

り
の
一
つ
。
国
道
2
4
6
号
線
と
世
田
谷
通
り
と
の

分
岐
点
か
ら
、
エ
コ
ー
仲
見
世
、
3
番
街
、
ゆ
う
ら

く
通
り
ま
で
を
指
す
こ
と
が
多
い
。
三
角
地
帯
の
範

囲
に
つ
い
て
は
お
の
お
の
意
見
が
分
か
れ
、
大
ま
か

に
「
小
三
角
」
派
と
「
大
三
角
」
派
に
分
か
れ
る
よ

う
だ
。
↓
大
三
角

 

【
せ
】

せ
た
が
や‒

せ
ん
【
世
田
谷
線
】﹇
道
・
交
通
﹈　

三
軒
茶
屋
駅
と
下
高
井
戸
駅
を
結
ぶ
東
急
電
鉄
の
軌

道
線
。
1
9
2
5
年
、
玉
川
電
気
鉄
道
の
支
線
で
あ

る
下
高
井
戸
線
と
し
て
開
業
。
1
9
6
9
年
に
玉
川

線
が
廃
止
さ
れ
て
以
後
、
旧
玉
電
か
ら
残
る
唯
一
の

路
線
。
2
0
0
1
年
ま
で
は
、
玉
川
線
で
使
用
さ
れ

た
路
面
電
車
タ
イ
プ
の
車
両
が
運
行
さ
れ
て
い
た
。

せ
た
が
や‒

ど
お
り
【
世
田
谷
通
り
】﹇
道
・

交
通
﹈　

三
軒
茶
屋
駅
前
の
交
差
点
、
国
道
2
4
6

号
線
の
分
岐
を
起
点
と
し
て
、
町
田
市
に
至
る
都
道
。

ボ
ロ
市
の
行
わ
れ
る
世
田
谷
代
官
屋
敷
の
そ
ば
を
通

る
歴
史
あ
る
道
筋
で
あ
り
、
旧
大
山
道
で
も
あ
る
。

国
道
2
4
6
号
線
の
元
の
道
筋
で
あ
る
新
大
山
道
は
、

大
山
詣
が
流
行
す
る
中
で
、
こ
の
道
の
シ
ョ
ー
ト
カ

ッ
ト
ル
ー
ト
と
し
て
整
備
さ
れ
た
経
緯
が
あ
る
。

 

【
た
】

だ
い‒

さ
ん
か
く
【
大
三
角
】﹇
キ
ー
ワ
ー
ド
﹈　 

三
軒
茶
屋
の
三
角
地
帯
の
範
囲
を
示
す
く
く
り
の
一

つ
。
小
三
角
の
路
地
群
か
ら
千
代
の
湯
、
三
軒
茶
屋

シ
ネ
マ
跡
、
さ
ら
に
駒
の
湯
の
角
ま
で
を
含
む
こ
と

も
あ
る
。
↓
小
三
角

た
い
し
ど
う
【
太
子
堂
】﹇
生
活
﹈　

世
田
谷
区

の
地
名
。
三
軒
茶
屋
駅
や
世
田
谷
通
り
の
北
側
に
位

置
す
る
（
三
角
地
帯
を
含
む
南
側
は
「
三
軒
茶
屋
」）。

域
内
に
は
キ
ャ
ロ
ッ
ト
タ
ワ
ー
や
西
友
な
ど
の
大
型

施
設
が
立
ち
並
ぶ
。
域
内
南
北
を
走
る
茶
沢
通
り
沿

い
に
は
多
く
の
商
店
が
あ
り
、
た
く
さ
ん
の
人
で
賑

わ
う
。
地
名
の
由
来
は
、
域
内
北
部
に
あ
る
円
泉
寺

の
聖
徳
太
子
を
ま
つ
る
太
子
堂
か
ら
。
か
つ
て
「
太

子
堂
村
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
当
時
は
、
太
子
堂
の
あ

る
円
泉
寺
周
辺
が
村
落
の
中
心
だ
っ
た
。

た
ま
が
わ‒

で
ん
き‒

て
つ
ど
う
【
玉
川
電

気
鉄
道
】﹇
歴
史
（
過
）﹈　

渋
谷
駅
か
ら
二
子
玉

川
園
駅
（
現
・
二
子
玉
川
駅
）
を
結
ん
で
い
た
軌
道

線
（
路
面
電
車
）。
元
々
は
、
多
摩
川
の
砂
利
輸
送
を

目
的
に
開
通
し
た
。
三
軒
茶
屋
駅
は
世
田
谷
代
官
屋

敷
や
松
陰
神
社
を
通
る
支
線
・
下
高
井
戸
線
（
現
・

東
急
世
田
谷
線
）
と
接
続
す
る
タ
ー
ミ
ナ
ル
駅
と
し

て
栄
え
た
。
1
9
3
8
年
に
東
京
横
浜
電
鉄
（
現
・

東
急
電
鉄
）
に
合
併
。
戦
後
、
車
社
会
の
定
着
に
お

け
る
交
通
渋
滞
を
緩
和
す
る
た
め
の
首
都
高
や
地
下

鉄
（
の
ち
の
田
園
都
市
線
）
の
建
設
計
画
に
お
さ
れ
、

1
9
6
9
年
に
玉
川
線
廃
止
。
旧
玉
電
の
線
路
は
世

田
谷
線
に
の
み
残
る
。

 

【
ち
】

ち
よ
の‒

ゆ
【
千
代
の
湯
】﹇
生
活
﹈　

三
角
地

帯
の
路
地
の
奥
に
あ
る
銭
湯
。
昭
和
の
雰
囲
気
を
色

濃
く
残
す
そ
の
建
築
に
は
フ
ァ
ン
も
多
い
。
浴
場
に

は
、
ラ
ド
ン
・
ガ
リ
ウ
ム
石
温
浴
泉
と
ス
チ
ー
ム
サ

ウ
ナ
が
あ
る
。
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
長
期
休
業
中
。

 

【
て
】

で
ん
え
ん
と
し‒

せ
ん
【
田
園
都
市
線
】

﹇
道
・
交
通
﹈　

渋
谷
駅
か
ら
神
奈
川
県
大
和
市
の
中

央
林
間
駅
ま
で
を
結
ぶ
東
急
電
鉄
の
鉄
道
路
線
。
渋

谷
駅
か
ら
二
子
玉
川
園
駅
ま
で
走
っ
て
い
た
路
面
電

車
の
玉
川
線
を
代
替
す
る
路
線
と
し
て
1
9
7
7
年

に
地
下
鉄
が
開
通
。
2
0
0
0
年
ま
で
こ
の
区
間
は

「
新
玉
川
線
」
と
も
呼
ば
れ
た
。
三
軒
茶
屋
駅
で
は
東

急
世
田
谷
線
に
乗
り
換
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

【
と
】

と
う
き
ょ
う‒

お
り
ん
ぴ
っ
く
【
東
京‒

】

﹇
歴
史
﹈　

1
9
6
4
年
に
開
か
れ
た
日
本
初
開
催
の

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
。
駒
沢
公
園
が
国
立
競
技
場
に

次
ぐ
第
二
会
場
に
選
定
さ
れ
た
た
め
、
競
技
場
の
改

修
・
新
設
や
道
路
拡
張
工
事
に
た
く
さ
ん
の
労
働
者

が
従
事
し
た
。
そ
の
た
め
、
駒
沢
公
園
に
近
い
タ
ー

ミ
ナ
ル
駅
で
あ
る
三
軒
茶
屋
駅
付
近
も
賑
わ
う
よ
う

に
な
っ
た
。「
三
角
地
帯
」
を
中
心
に
、
飲
食
店
や
居

酒
屋
が
増
え
て
い
く
き
っ
か
け
で
も
あ
っ
た
。

 

【
な
】

な
か
ざ
と‒

ど
お
り
【
中
里
通
り
】﹇
道
・
交

通
﹈　

三
軒
茶
屋
駅
の
南
西
、
国
道
2
4
6
号
線
か
ら

分
岐
す
る
旧
道
。
か
つ
て
の
大
山
道
の
道
筋
を
そ
の

ま
ま
残
し
て
い
る
。
新
道
建
設
に
よ
る
再
開
発
か
ら

も
逃
れ
て
お
り
、
街
道
に
は
「
看
板
建
築
」
の
様
式

を
残
し
た
商
店
が
点
在
す
る
。

 

【
に
】

に‒

か
い
【
二
階
】﹇
キ
ー
ワ
ー
ド
﹈　

三
角
地
帯

に
連
な
る
商
店
の
多
く
は
、
か
つ
て
店
子
の
家
族
が

二
階
部
分
を
居
住
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
い
た
。
現
在
は

物
置
と
し
て
使
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
新
た
に
入

っ
た
店
舗
で
は
二
階
ま
で
を
店
舗
空
間
と
し
て
活
用

す
る
例
も
み
ら
れ
る
。
エ
コ
ー
仲
見
世
の
二
階
部
分

は
ア
ー
ケ
ー
ド
の
構
造
の
内
側
に
隠
れ
て
お
り
、
地

上
か
ら
そ
の
姿
を
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

 

【
や
】

や
ま
の
て‒

だ
い
く
う
し
ゅ
う
【
山
の
手
大

空
襲
】﹇
歴
史
﹈　

1
9
4
5
年
5
月
25
日
、
第
二

次
世
界
大
戦
末
期
の
米
軍
に
よ
る
焼
夷
弾
を
用
い
た

大
規
模
な
無
差
別
爆
撃
。
3
月
10
日
の
東
京
大
空
襲

に
続
く
大
規
模
な
空
襲
に
よ
り
、
三
軒
茶
屋
か
ら
太

子
堂
、
池
尻
ま
で
焼
け
野
原
に
な
っ
た
。
付
近
に
は

駒
沢
練
兵
場
な
ど
の
陸
軍
施
設
が
あ
り
、
空
襲
の
際

こ
の
地
区
が
狙
わ
れ
た
。

ヤ
ミ‒

い
ち
【‒

市
】﹇
キ
ー
ワ
ー
ド
﹈　

非
合
法

に
設
け
ら
れ
た
市
場
。
戦
後
の
混
乱
期
に
建
物
の
強

制
疎
開
や
空
襲
の
焼
跡
な
ど
の
空
地
に
お
い
て
開
か

れ
、
食
糧
や
物
資
不
足
に
あ
え
ぐ
人
々
で
賑
わ
っ
た
。

強
制
疎
開
や
空
襲
の
あ
っ
た
三
軒
茶
屋
一
帯
に
も
ヤ

ミ
市
が
広
が
っ
た
。
三
角
地
帯
エ
リ
ア
は
、
戦
後
に

ヤ
ミ
市
と
し
て
再
出
発
し
た
場
所
が
商
店
街
化
し
た

も
の
が
そ
の
始
ま
り
と
さ
れ
る
。

 

【
ゆ
】

ゆ
う
ら
く‒

ど
お
り
【‒

通
り
】﹇
生
活
﹈
三

角
地
帯
を
構
成
す
る
路
地
の
一
つ
。
ヤ
ミ
市
さ
な
が

ら
の
小
さ
な
区
画
に
多
く
の
飲
食
店
が
ひ
し
め
く
。

老
舗
の
焼
肉
屋
を
は
じ
め
、
タ
イ
料
理
や
ジ
ン
ギ
ス

カ
ン
な
ど
の
新
し
い
店
舗
も
見
受
け
ら
れ
る
。「
ゆ
う

ら
く
」
の
名
は
、
形
成
当
時
、
パ
チ
ン
コ
店
な
ど
の

娯
楽
店
が
軒
を
連
ね
て
い
た
こ
と
か
ら
。


